
 

 

 

 

 

 

 

 

生きる喜びを見出す生活 
 新型コロナウイルスのパンデミックは、生徒だけでなく私たち大人にとっても未経験の

ものであり、今年も慎重を期す対応が求められました。８月 20 日から９月 30 日までの間、

本県に発令された緊急事態宣言下で危機感が最高潮に達したことが思い出されます。依然

として予断を許さない状況であることに変わりないのですが、穏やかに１年を終え、新年

を迎えたいと手を合わさずにはいられません。 

 ３密の回避、手洗い・マスク・消毒、感染リスクの高い学習活動の変更……。学校でも

リスクを排除する対策を徹底してきました。ただ単に対策に終始するだけならば、生徒の

学校生活は窮屈にしかなりません。大中では、重点目標として謳う「自ら考え、判断・決

定できる生徒」の育成場面にその打開策を求めてきました。生徒の心から湧く「こうした

い。ああしたい。」という思いからこそ、本当の達成感や充実感が生まれると考えるからで

す。最大の場面が「かしわ祭」であったことはすでにご紹介したとおりです。 

 また、去る 11 月９日は、大中が２年間研究してきた「生徒の発信力強化のための指導力

向上事業」の公開授業研修会を開催し、生徒の学びを外部に参観してもらう日でした。来

校した方々から次のような声をいただきました。 

「廊下ですれ違う生徒がみんな笑顔で挨拶してくれました。とてもさわやかで、明るい

気持ちになりました」。 

「昨年と比べて、生徒が失敗を恐れず自信をもって話すようになりましたね」。 

「学級づくりにおける生徒の人間関係が授業に反映していますね」。 

 半分お世辞であることを差し引いても、生徒や職員の

努力が評価されていると思うと喜びが込み上げます。な

ぜなら、本研究は、英語科を中心に置きつつ全校態勢で、

コミュニケーション力と生徒の関係性の向上を目的と

して取り組んできたものだからです。日々の積み重ねの

一コマが参観者の目にも留まったことは確かです。 

１年を振り返ると、どんな状況であっても目の前の生

活に意味を見出すことを忘れてはいけない、ということ

を痛感します。困難に打ちひしがれているだけでは幸せ

は訪れません。学校での学びを通して、難局をどう乗り切るか知恵を絞り、活路を見出す

ことの大切さに気づいた生徒も少なくないでしょう。また、発想を変えれば、別な手段を

創造することで目的を達成することもできる、ということを体感した生徒もいたと思いま

す。コロナの収束はまだ不透明で、第６波の到来も現実味を帯びてきています。それでも

私たちは生きています。こんなときだからこそ前向きな気持ちで、生きる喜びを見出す生

活をさせたいと切に思います。新年がよい年でありますように。  ＜文責：校長＞ 
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☆生徒集会「学校をよくするための取組」 

 生徒会の話し合いの中で、学習にまじめに取り組んでいる生徒は

多いものの、進んで自分の意見や考えを発表する人が少ないという

課題が出てきました。「受け身ではなく、一人一人が自ら進んで学ぶ

授業にしたい」ということで、生徒会執行部が寸劇を作り、全校生徒

に発信しました。合言葉は ・「分からない」は、はずかしくない！ 

・「まちがい」は、はずかしくない！ 

・授業は、みんなで作る！  

今後、各教室でどのような変化が見られるか楽しみです。もちろん教員も生徒の主体的な学びに

つながる授業づくりに努めていきたいと思います。 

☆持久走記録会を実施しました 

着順 ３年生 2年生 １年生 

 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

１ 眞壁 渡邉 川口 波多野 小澤 西島 

２ 柴田 内田 斉藤 福室 佐藤 平井 

３ 島田 三嶋 大川 池田 西島 鈴木 

４ 芹澤 川口 落合 山口 杉本 渡邊 

５ 沖出 渡邊 遠藤 菊地 西島 佐藤 

一人一人が自分

の目標に向かって精

一杯がんばりました。

ゴールした後の爽快

感は格別!? みんな

いい表情をしていま

した。 

 

 

 

 

 

 

【女子バレー部】秋季東部バレーボール選手権大会 第３位 

【剣道部】伊豆地区新人剣道大会 男子の部（団体）優 勝 

【サッカー部】県U-14サッカー大会伊豆地区予選 第３位 

【陸上部】「静岡県市町駅伝（第８区走者）」代 表 西島 

【卓球部】伊豆の国市卓球大会  

男子２年の部（Aリーグ）優 勝 堀江 

（Ｂリーグ）準優勝 青木  第３位 谷、 都築 

女子２年の部（Ｂリーグ）優 勝 尾花  第３位 長島 

生徒会執行部メンバーが、 

「進んで発表！」を呼びかけました 

☆生徒理解に基づく指導を進めています 

児童生徒に体罰を加えてはならないことは、学校教育法にも明記されているとおりです。本校

においても、生徒への体罰等、行き過ぎた指導がないように全教職員が自覚し、生徒理解に基づ

き、個を大切にして教育活動にあたっています。万が一、体罰が懸念されるような情報がありま

したら、学校までご連絡をお願いいたします。  【担当：大仁中（教頭）76-1035】 


